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外 「器用に」 その 役 を 演じ 活かして ゐる 場合が あるの 

である。 

これに 反して、 西洋 劇で 云へば シェイク スピ ィャの 

ある 人物、 例へば ハム レットの 如き は、 最早 「感性」 

だけで は 眼の 前に 浮んで 来ない。 (この場合、 勿論 西 

洋の 役者に ついて 云って ゐ るので ある) ハム レットの 

性格、 心理 は、 特殊の 俳優の みがよ くこれ を 「理解」 

し 得る ものであって、 この 「理解」 なしに は 如何なる 

演出 も 無意義に 終る であらう。 

日本に 例 を 取れば、 同じ 旧劇と 呼ばれる もののう ち 

でも、 既に 岡 本綺堂 氏の 作品に なると、 その 人物の 心 



理は 余程 近代的 複雑さ を 示して 来て をり、 それが 菊 池 

寛 氏の ものに なると、 更に 性格 的の 深さが 加 はリ、 山 

本 有 三 氏の ある ものに 至って は やや 哲学的 意味 さ へ 加 

はって 来て ゐる。 かうな ると、 もう、 由 良 之 助 や 鼠 小 

僧 や 政 岡な ど を 演ずる 場合と、 根本的に 俳優の 「仕事」 

が 違って 来る ので ある。 

これ を 押し進めて 行けば、 近代 人の 生活 を 取扱った 

戯曲、 殊に 知識階級の 人物 を 配した 戯曲に なると、 も 

う、 その 人物と 同じ 生活 (内面的) を 生活して ゐ なけ 

れば —— 少く とも 生活し 得なければ —— その 人物の 組 

立 はでき ない ことになる。 第一、 その 人物の 「考 へ」 



てゐる ことが 解り、 その 人物の 感じて ゐる こと を 察し 

その 人物の 苦悶、 喜悦、 希望、 不満、 それらの ものが 

はっきり 自分の 「頭」 の 中に 映って 来る ために は、 先 

天 的の 「悟性」 による 外 はなく、 而も その上 少く とも 

その 人物と 同じ 程度の 教養 —— 厳密に 云へば、 その 作 

者と 同じ 程度の 教養 —— を 有って ゐ なければ ならない 

ので ある。 

「知力」 とい ひ、 「理解力」 とい ひ、 「悟性」 とい ひ、 

ここで は ほぼ 同じ 意味に 用 ひて ゐ るので あるが、 これ 

は 近代の 「頭で 演じる 芝居」 に 於て は、 例の 「感性」 

(又は 感受性) と 並んで 俳優の 素質 中、 最も 重要な 位置 



にお かるべ きもので ある。 

かくの 如く 人間の 性能 は、 常に 相 交錯して 一 の 働き 

をな して ゐる ものであるが、 「感性」 一 点 張の 役者が、 

次第に、 過去の 芸術家と なりつつ ある 現状 を 見る がい 

い。 新しい 時代 を 感じる 能力 は、 所謂、 「感性」 の 働き 

だけで はない。 現代的な 生活 表現 を とらへ る こと は既 

に 頭の 問題と なった。 この 根本的な 素質 こそ、 新時代 

の 俳優に 応 はしい 素質で ある。 それ は 常に 非凡な 「知 

力の 働き」 から 生れて 来なければ ならない ものである _ 

俳優の 「感性」 が 最も 重要な 働き をな すの は、 その 



する 「通俗 俳優」 (この 名称 は 通俗 作家の 名と 共に 存在 

すべきで ある) の 間に 於て は、 なほ 墨守され て ゐるゃ 

うで ある。 

柄の みに 頼って、 「地」 で 行かう とする 演技、 これ は、 

「頭」 のない 役者の 陥り 易い 誘惑で ある。 

声と 同様、 柄 も 亦、 ある 程度まで、 これ を 征服し 得 

る ものである。 否、 寧ろ、 この 征服に よって、 最も ォ 

リヂ ナルな 演出 を 見うる ので ある。 

記憶力 は、 ここで は、 云 ふまで もな く、 台詞 を 記憶 

する 力の 大小で ある。 

早く 覚える が、 興行 を 終へ ると、 間もなく 忘れて し 



工夫 も 積める し、 心 持に 余裕 もで き、 舞台に 立って 不 

安 を 感じる こと も少 く、 勢 ひ、 演技に 力と 熱が は ひる _ 

ところが、 古来 記憶力の 弱い 名優が 案外に 多い こと 

は 皮肉な 現象で ある。 日本で も 現に その 適例が ある や 

うで ある。 

しかし、 台詞 を 覚える のが 面倒 だ、 どうせ プロ ンプ 

タァ がっくの だからと 云って、 横着 をき め 込んで ゐる 

のなら、 その 俳優 は、 当に、 自ら 墓の 穴 を 掘る に 等し 
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声と 柄と 記憶力、 これ は、 上に 述べた 如く 俳優の 「道 

具」 である。 演奏家の 楽器で ある。 良い 楽器 は 傑れた 



演奏に は 必要で あるが、 畢竟、 それ は それだけの もの 

である。 楽器 だけ あっても、 音楽に はならない。 然る 

に、 なんと、 楽器 だけ を 褒める 聴 手の 多き ことよ。 そ 

れ よりも、 なんと、 楽器 だけに 信頼す る 演奏家の 多き 

ことよ。 

次に、 柄と いふ 問題に 関聯して、 俳優の 精神的 能力 

が、 肉体的 条件 を 如何に 左右して ゐ るか を 考 へて みた 
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先づ 近代 人の 精神 生活、 殊に 知識階級の 思索と 瞑想 

は、 その 容貌 を 著しく 理智 的な 陰翳に よって 特色 づけ 

た。 それ は、 昔から 云 ふ 「悧巧 さうな 顔」 と は 違 ふの 
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